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ょ
り
妨
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ほ

T
九
二
北
叫
'節
二
は

E
九
二
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ド
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仙
さ
れ

Li
｡
節
三
に
於
て
ほ
坤
斜
晶
系
吋
芯

地
以
下
-J
三
鍋
肌
系
に
舶
す
る
仇

伯
か
放
ほ
れ
て
ゐ
る
O
耽
辻

l
九
二
六
小
鼓
で

S
商
家

の
研
究
が
聖

G

に
取
り
入
れ
て
釣
り
'
斜
長
石
の
み
に
於
て
も
引
川
た
秋
と
L
f,J
列
記

し
て
み
ろ
-品

は

〓
ハ
!
の
多
数
に
及
ん
で

ゐ
る
O
比況
:訂
飲
物
申
紫
前

分
朗
に
=.i
-
3

珊
安
な
る
長
桁
71
関
し
て
は
約

二
九
目
茶
わ
刺
し
､
斜
長

茄
の
蛇
別
法
の
如
き
鶴
版
に
な
い
新
し
い
方
法
や
阿
東
な
ど
も
硝
げ
ら

れ
て
あ
る
｡
谷
末
に
は
掛
牧
錨
的
銀
物
撹
光
誠
と
焼
物
軸
椎
銃
撃

蜘
樹

版
七
難
と
紙
料
叔
市
及
び
斜
長
石
の
光
軸
､
主
脚
折
碑
の
相
の
悠

1-九
'

脚
光
巾
埠
聖
祁
す
べ
手

技
射
榊
寂
が
附
し
て
あ
る
O
斜
凍
石
の
秤
々
の

抑
何
に
於
て
(0
10
)
の
野
問
に
封
す
る
脚
光
乃
払
C
棚
に
虹
乃
な
る
:Lm

に
投
刺
し
た
阿
衷
Jrl～
成
分
の
恥
る
六
種
の
も
り
に
放
て
禍
け
ら
れ
て
あ

り
'
盈
な
兜
仲
川
版
さ
れ
た
､

D
u
p
a
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et
R
ein
h
ar3
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eterm
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d
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･
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et
h
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nat･
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ene･.,e
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24)の
同
放
り
樹
去
J･
比
接
し

て
見
る
と

成
分

Ls
特
し
い
材

料

r1
隼

O-の
ほ
殆
ど

光
年
に
そ
の
数
字
の

1
致
せ
る
邪

心
見
る
O
又

A
n

の
女
子
の
甘
分
比
が
鞍
し
-
て
も

O
r
の
分
子
り

氷
る
LL
め
に
牧
牛
の
蓮

如
が
か
な
り
の
柁
庇
に
泣
TL
t,J
ゐ
石
山
か
見
る

梓
だ
が
妨

山
部
の
谷
木
に
附
ぜ
･I
れ
た
斜
長
石
の
十
三
稗
の
双
晶
の
双

‖川
柳
の
柵
征
,″
城
介
の
臼
化
に
従
っ
て
細
別
す
る
仕
方
な
投
射
し
た
脚

光
と

D
u
p
a
rc
et
R
ein
h
a
rd

の
同
様
り
･:
9
と
な
此
校
す
叶C･岬
は

術
額
の
問
.1
か
な
り
譜
し
い
閃
4
,が
あ
る
邸
は
純
滋
.1
依
す
る
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l一

〇
支

那

の
落

花生

杯花虫
が支那に
於て裁増
せ
ら
る
ゝ

に
弐

つ･Li
の
ほ
判
り
帥
宗
離
俗
の
印
ハ十
六
世
紀
)
で
あ
る
初
め
は
蹄
東

蛸
雄

で
あ
っ
た
が
筏
中
部
北
部
に
弘
ま
っ
た
'
其
性
蟹
抄
質
の
土
塊
み
好
む

の
で
今
日
で
は
支
那
の
高
畑
み
除
い
て
全
財
産
ぜ
ざ
る
桝
が
な
い
が
'

山
舛
省
が
姉

f
位
に
あ
り<･.
山
光
の
鞘
花
也
は
明
治
四
十
二
年
掬
抱
帝

人
が
既
洲
に
脱
絡
み
閃

い
て
か
ら
､
俄
か
に
敬
透
し
た
も
の
で
､
大
正

元
舛
以
後
'
毎
年
冬
季
に
は
神
位
埠
頭
に
拷
祐
也
の
山
が
出
氷
る
や
う

に
な
っ
た
'
こ
の
放
産
物
は
山
瀬
､
江
蘇
､
湖
南
､
湖
北
､
砿
款
､
旋

苅
ー戊
.y

編
組
'斯
江
'江
田
'安
徴
の
各
省
にこ
わ
た
り
て
産
し
'就
中
山

東
は
約
六
十
年
前
､
米
桝
宜
敦
肺
が
大
難
の

締
秘
本
桝
か
ら
取
よ
せ
て

芝
栄
に
て
増
発
せ
し
め
て
か

ら
､

T
郎
主
低
み
し
め
大
取
で
あ
り
､
光

輝
が
あ
り
､
搾
油
に
威
し
､
省
内
之
な
作
-
ち
ぎ
る
ほ
な

い
が
'
北
ハ中

で
は
津
浦
抜
出
以
東
の
地
櫛
に
施
し
､
汝
､
渦
､
野
弥
'
大
道
河
.1
約

へ
る
地
に
多
-
､
来
安
､
大
洗
ロ
､
先
州
か
中
心
と
L
t
栄
河
的
域
に

は
光
阿
加
平
柳
城
の
各
地
に
鍵
し
､
腰
折
鋭
迫
附
妃
で
は
坊
子
'
腰
州

韓
]仲
主
産
地
と
す
る
'
山
瀬
牛
偽
方
両
-
亦
こ
れ
に
劣
ら
ず
威
海
拙
附

虻
に
多
-
つ
-
ら
れ
る
､
､
あ

省
の
産

桝
は
､
九
九
十
三
年
蘭
島
か
ら

二
'
二
五
二
､
七
凹
五
将
'
同
封
付
三
九
七
､

1
凹
五
糠
､
同
軸
四
九

八
､

二
ハ
九
招
み
輸
出
し
穴
か
ら
凡
そ
省
内
で
六
有
識
塘
谷
下
ら
bTi
い

ら
し
い
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地

球

飾

八
懸

蛸
恥
依
田
で
は
瞭
懸
三
月
肺
印
し
て
六
月
に
牧
抵
す
る
北
支
那
で
正

四

九
月
か
ら
蹄
押
し
て
J
九
､
十
月
頃
に
牧
柾
す
る
､
水
の
少
い
桝
で
は

仙駅
北
の
必
嬰
が
わ
,=･p
肺
郷
に
際
し
て
は
外
殻
心
胆
し
て
艦
ち
に
下
和

す
t{･-J
二
三
日
.i
-
て
白
き
幼
芽
み
故
地
す
る
'
韓
品
に
村
瀬
北
米
の

名
が
め
つ
t)J
P所
柄
よ
り
北
の
Ji
の
か
北
貨
と
い
ひ
F摘
発
に
比
し
て
究

劣
り
枇
小
さ
く

苅
色
,ir肝
び
t,J
米
持
が
少
い
､筋
椎
虫
の
洲
に
欧
米
紙

問
で
試
用
か
多
い
'
食
州
に
池
す
る
土
法
の
製
州
は
菰

い
が
蘭
島
で
米

和
'
蜂
村
西
仙川t
於
か
ら
槻
紙
製
が
て
る
､
こ
の
方
は
良
質
で
あ
り
､
其

粕
は
主
と
し
て
.日
本
に
臓
出
さ
れ
て
ゐ
為
｡
日
本
帝
人
の
中
'
土
油
私

淑
雄
め
て
.軍
b
に
柵
放
し
て
ゐ
為
の
が
机
る

'
拭
'
洲
何
れ
,J
邦
筒
の

取
扱
市
が
比
校
的
多

い
や
う
で
あ
る
｡
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蒙

古

セ

レ

ン
ガ

河

の
航

通

ブ
-
ヤ
ト
､
モ
ソ
ゴ

ー
ル
臼

的
共
和
図
首
都
ウ
エ
ル
プ
チ
>
ゲ
ン
ス
グ
市
に
は
セ
レ
ン
か
樹
立
汽
船

部
か
め
っ
て
､
非
航
踏

み
外
栄
甘
鵜

鞘
雅
推
註
迄
延
戊
す
る
計
光
空
皿

て
た
､
ブ
ヂ
ン
ス
ク
市
は
供
の
ト
ラ

ン
ス
バ
イ
カ
ル
の
滞
船
で
セ
レ
ン

か
河
の
バ
イ
カ

ル
に
入
る
伸
縮
布
の
元

命
で
軸
比
利

戯
鯨
S
二

大
抑
で

あ
る
が
､
外
出誠
の
物
紀
か
,張
申
す
ろ
il
め
に
J
=
S
l計
出
血
払
･仰H
兄
し
た

の
で
あ
る
'従
水
セ
レ
ン
が
河
の
汽
舶
ほ
'
鋪
攻
囲
坊
の
恰
光
樹
と

,
Jの

巾
と
の
附
に
由
っ
て
ゐ
て

-
九
二
五
年
以
後
は
外
袋
境
内
に
入
っ
て
dY,

L
i.
そ
こ
で
満
仲
が
聯
し
て
き
た
の
で
､
叔
虻
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
へ
数

鑑
の
汽
船
な
経
文
し
て
､
本
舛
六
月
以
錐
は
神
栄
甘
り
イ
ア
ス
ダ
イ
迄

も
井
航
路
か
延
長

せ
ん
-
し
て
ゐ
る
.
光
-
･SH
d
i雅
蘇
塞
け
耗

党
山
の
.

幻阿
州伽
に
あ
り
〝し
水
.,拙
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一t.I
:
ま
で
は
･.=j
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な
い
の
で
あ
る
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､
肪
叩州比
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節
三

雄

蓋
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一

刺
保
っ
て
下
流
ハ

ヲ
ゴ
か

及
y
/
ブ
ラ
の
耐
地
に
は
各
凹
裾
船
艦
の
収

容
力
み
ろ
食
郎
な

た
て

る
と
い
ふ
か
ら
'
滑
水
の
見
込
は
硫
安
で
あ
る

0

歯

髄

事

情

餓
蝕
と
い
(
は
支
那
舶
南

街
耶

右

肘
淋
た
る
錫

の
敵
地
で
､
告
向
の
対
外
貿
易
尻
が

叫
に
錫
の
輸
出
Li
よ
り
て
淡
解
せ

ら
れ
て
あ
る
上
か
ら
'
見
逃
し
て
ほ
な
ら
.e
貸
地
で
あ
る
'
鴨
池
餓
道

の

;
脚
紫
色
盤
か
距
る
糾
雨
七
十
二
進
米
'
紙
粥
銭
弧
に
よ
り
約
五
時

間
の
終
瓢
に
4.=
る
淋
城
で
､
城
に
米
酉
雌
に
数
町
'
何
北
に
洲
長
与
二

小
盆
地
の
西
前
に
耽
L
t
人
口
約
二
航
､
煎
股
盛
な
る
は
内
地
の
大
鰐

で
蹄
戸
軒
和
地
べ
内
外
の
紙
袋
か
帆
列
し
軸
管
み
締
む
'
=
の
地
が
世

界
的
に
T,L八,'銘
TtA
知
ら
る
J.
に
窒
リ
た
る
は
宜
統
三
年
餌
沓
甘
柑
有
限
隈

分
公
僻
な
る
も
の
,仲
設
け
て
､
錫
米
の
孜
戯
h4
は
か
り
ト
る
よ
り
以
氷

の
J
Jと
に
し
て
'
仝
-
錫
の
･･た
め
に
出
水
た
､
山
間
の
叫

小
市
で
あ
る

餌
山
地
の
骨
と
し
て
入
寂
i･X
-
鮎
親
甚
だ
戚
で
あ
る
が
本
邦
商
品
は
似

迎
rJ
れ
て
ゐ
る
｡
錫
山
で
は
錫
杵
fh.司
が
光
も
火
規
鴫
で
公
司
か
ら
十

五
支
EW

は
な
れ
て
ゐ
る
槌
拙
擦
山
み
或
袈
鍵
地
と
す
る
日
下
三
千
人

G
義

夫
が
従
黙
し
て
ゐ
る
･
非
給
料
は
食
料
公
司
受
持
で
町
凹
元
力
五

九
元
で
あ
る
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カ

レ

ー
粉

と

胡

槻

印
庶
人
は
淡
EE
な
食
物
よ
り
も
池
原
な

食
物
払
好
む､
三
庇
の
食
事
ほ
的
肥
料
の
入
っ
た
-
の
だ
:佃
し
て
そ
の

食
物
の
中
へ
必
ず
刺
故
の
狙
い
香
料
か
T<
れ
る
､
総
て
カ

レ
ー
及
胡
枇

非
佃
の
内
地
脚
y
.虫
は
大
し
た
も
の
で
､
印
舵
三
億
二
千
前

人

､

慣
リ

に

叫
ヶ
月

一､
人
.か
や
卦
庇
宛
の
カ
レ
ー
粉
も
川
ひ
る
-
す
る
-
､

7
ケ

月
に

7
位
爪｢
二
.白
粥
射
り出札
海
鮮
〓
-
,I.I･｡
娩
…し
印
山比
人
は
カ
レ
‖桝
か
オ
ロ



シで
.卿
し
て
州
ふ
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q
で
､
カ
レ
ー
粉
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し
て
は1
川
地
が
少
か･i
い
｡

非

焔
料紙
伯
も

｢
-
ア
ノ
ダ
､
シ
ー
ヅ
-
い
ふ
､
北
ハ鵜
無
及
頼
み
食
用

に

伐

す
る
､
柴
に
内
地
で
脚
犯
し
北
ハS
J･粥
は
多
-
糊
料
の
ま
1
1
で
陥
川
rJ

れ
る
｡
敢
妃
;<
ケ
坤
の
平
均

丁
坤
的
川
軸
は
五
千
二
打
六
十
嘱
打
三
十

大
鞘
八
千
剖
此
聖

が
･の
し
て
み
る
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ペ
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ゴ
ー
ル
､
沈
溺
､

マ
ド
ラ
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的
旬

の
各
地
か
､J
で
けC>0

胡
瓜

･J
同
じ
-

印
庇
の
那

岐
料
で
'
印
庇
の
カ

1
-
ラ
イ
ス
は
､
非
骨

に
朋
枇
払
利
か
し
て
､
と
て
-
不
邦
人
の
口
に
弁
ば
ね
も
の
で
あ
る
'

I;-
櫨
T脚
部
縦
枠
地
方
に
訂
-
か
ら
生
産
す
る
'
其
の
椛
胸
の
単
糸
h4
'

P
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r
N
ig
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と
い
ふ
O
毎
咋
十

1
端
封
鑑
み
輸
出
す
る
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茸
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ソ
､
仰
ゲ
ア
ユ
r
本
邦
人
が

油
別
し
て
ゐ
る
=
と
げ
周
知
の
邸
で
あ
る
が
'
〆
ず
γ
オ
i;
水
位
の
長

峰
煤
大
村
川
桁
次
郎
氏
は
､
熟
柿
盤
㍑
S
研
鋸
に
恋
し
'
多
祥
米
蛤
の

約
兆
､
共
成
的
火
に
見
ろ
べ
-
'
内
地
に
比
し
て
m
綜
な
き
J
-

払
随

加
め
t
fl==
地
1-日
火
小
撰
絞
り
如
き
は
北
ハ故
地

1町
少
な
拙
供
し
て
相
法

の
牧
旭
か
助
成
L
触
媒
も

7
万
な
･r
ず
榊
誘
し
て
ゐ
り3･上
い
ふ
=
･LFで

あ
る
'
火
11三
十
五
咋
!?fn
本
邦
よ
り
抽
入
し

た
放
柚
巾
甜

叫
化
性
m
和

み
飼
育
～
ニ
ト

i
E
で
上
紙
す
る
と
い
ふ
､
昭
利
二
年
二
月
に
は
本
邦

偉
支
那
印
で
二
十
三
日
に
上
牧
L
Ll
､
#
.面

二
伸
問
､
据
間
凹
仲
間
徹

に
吟
離
L
L/
ゐ
る
'
火
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十
川
中
恭
苗
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植
L
H
T
東
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戊
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釣
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と
い
ふ
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日
本
人
は
晦
外

に
出

て
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作
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と

い
ふ
凪
に

郷
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で

乎

に
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輔
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す

る
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に
な
る
と
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ふ
か
ら

之
み
判
仙
し
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お
く
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滋

期

の
磯

道

披
新
は
今
日
獅
既
路
や
描
､
政
の
背
に
L･Eる
瞭

指
時
代
で
バ
ッ
グ
ア
ニ
マ
ル
が
耶

叫
の
攻
池
鵬
附
で
､
グ
-
シ

ス
大
正

時
代
か
ら
の
俸
紙
に
従
っ
て
ゐ

るご
て
=
で
交
過
り
改
尊
が
同
相
閑
静

の

7
火
忽
滞
で
あ
る
か
ら

T
九
二
六
非
に
批
新
政
船
は
餓
道
祁
設
凍
み

沌
耕
談
骨
に
松
川
し
た
'
前
fii湖
の
時
代
に
も
(
カ
ジ
ヤ
ー
ル
王
朝
)
計

訊
ほ
お
つ
た
が

叫
も
班
行
さ
れ
な
か
っ
た
が
､

1
九
二
川
年
十
二
月
十

二
日
牝
期
成
骨
が
カ
ジ
ヤ
ー
ル
王
欄
の
ア
-
メ
ソ
.ド
､

シ
ヤ
ー
私
憤
し

て
'
批
耕
妃
仲
の
偉
人
-
ザ
カ
リ
私
新
王
と
し
て
誠
に
パ
･ノ
ダ
イ
Hi
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